堅実にグローバル
「ウンブリア州に、国内外から選り抜きの革新技術を導入し、投資を強化しよう。そして、豊かな創造力とノウハウを備えて社会福祉に寄与できるような企業の設立に貢献しよう。特徴をうまく生かして、競争に負けない企業にしよう。」
おいしいビジネス

ウンブリア州
　ウンブリア州には、実りあるビジネスを繰り広げるのに理想的な環境がそろっています。近年、ウンブリア州の経済力は確実に成長し、雇用率も向上しました。その中で、中規模企業の重要性が年々高まっています。有力部門を上位から順に挙げると、金属加工、織物・服飾、食品工業などです。ウンブリア州には、92の市がありますが、その形態は、相互関連性に富み、能率的な構造となっています。それぞれの市と管轄地域には、偉大な文化財や社会経済資産がありますが、それと同じくらいに豊かな資源があり、ネットワークシステムを構築して、様々な投資の受け入れ態勢を整えています。

　企業への融資優遇、コストの低い工業用地、新技術研究の助成、人材の良さ、年々便利になる交通手段。これらは、確実化した発展状況のうえで、投資が高利益を生むために欠かせぬ要因です。

　実際、州内には、現在３４社の多国籍企業がありますが、そのどれもが、優良な中小企業組織のおかげで豊かに成長したこの土地で、力を固め、充実化したものです。

　けれども、ウンブリア州の魅力は、何よりも、暮らしのクオリティーの高さです。美しい自然と世界的レベルで重要な歴史モニュメント、盛んな文化活動（大学の存在、音楽演劇の大フェスティヴァルの開催）、治安の良さ（低い犯罪率）、おいしくて純粋な食事とワイン、健康によい空気と気候、住みやすさ。要するに、近代化と伝統の保存が理想的にミックスされた環境といえましょう。これらすべてが実現したのは、発展の内容にこだわったからにほかなりません。

　ウンブリア州は、いくら資金がかかってでも投資しようというやり方には賛成しません。パートナーの関係を結ぶなら、両サイドに同じく有利な条件でなくてはならないと考えるからです。そして、何よりもまず、質にこだわります。

国内初の発展促進団体

沿革
　ズヴィルップンブリア（Sviluppumbria）は、ウンブリア州の経済発展を促進する州立団体で、1973年の州法に基づいて設立されました。 その株式組織には、地方公団などの公共団体、企業協会、銀行、民間企業などが参加しています。

　ズヴィルップンブリアの設立には、先見の明がありました。実際、イタリア国内でもかなり早い時期に生まれた州立団体です。その後、他のどの州も同様の組織を作りましたが、他の州よりも早く始めたおかげで、ズヴィルップンブリアは、堅固なきずなとイタリア全国のみならず国際レベルで認められ、信頼を得ることができました。設立当初から、常に、ウンブリア州の将来性は、地域内の公共団体と民間企業との間の対話交渉を通じて確定化し、実現されてきました。

　ズヴィルップンブリアは、もともと州計画を実現する手段としての性格を備えていましたが、それは、時とともに新しく近代的な形態に変化した今日でもなお変わらず、その使命の中核を保っています。ズヴィルップンブリアは、広い分野でウンブリア州と地元団体に関するコンサルタントとして重要な活動を絶え間なく続けています。
充実した暮らしと州経済

使命

· 社会、文化、環境を一括して、総合的クオリティーを重視した州経済の発展を促進する。
· 州開発計画の方針を適用しつつ、管轄企業との協力態勢を造り、実際に有効なチャンネルとして活動する。　

　　その際には、地域経済と制度に即した促進と需要との調和を取りながら、州内外、イタリア国内、国

　　際レベルでの協力を促進する。
· 新事業を企画し、投資や経済活動や提携交渉への有効なサポートサービスを企業に提供する。

· 統合システム方式に即した地域経済のための新しい方式を提案、企画し、試行する。

· ウンブリア州の可能性を生かして、各分野で成果を得るために、必要に応じて臨機応変に対応する実力と柔

　　軟性を備えた企業として活動する。
活動内容
地域内のマーケティング
　ズヴィルップンブリアは、主に、地域内のマーケティングを行います。これは、イタリア国内の他地域、ヨーロッパ、そして全世界からの投資を勧誘するためです。この業務は、州地域の実情分析と投資用“パッケージプラン”の作成を基本とします。これにより、各エリアの、技術、金融、手続についてのあらゆる情報を得ることができます。“パッケージプラン”に関する情報は、直接または、専用サイト(www.bna-umbria.net;  www.suap.it;  www.intrapresa.net) から入手することができます。

　促進活動のほかにも、企業からの相談に応じたり、サポート活動を行ったりします。この活動は、それぞれの企業の進出に適した敷地を探したり、具体化プランを作って企業の参入を促したり、金融プランを練ったり、資金上・技術上の提携パートナーを探したり、ズヴィルップンブリア・システムに属する他の機関（Gepafin, Parco Tecnologico – Sitech,  Isrim など)で企画の実現に有効と思われものを利用したりすることです。

　ズヴィルップンブリアの仕事は、ウンブリア州への投資を希望する企業のために“オーダーメイドの服”を仕立て上げることといえましょう。ズヴィルップンブリアの窓口に相談するだけで、投資に役立つその他あらゆる組織とのコンタクトが取れる、いわば“総合窓口”の役割を果たします。

　このほかにも、ズヴィルップンブリアは、ウンブリア州のイメージや生産品を外国へアピールする活動も行っています。

活動内容
実業家とともに作戦を練る
　設立当初から、ズヴィルップンブリア は、ウンブリア州に調和のとれた発展をもたらすために、地域が秘める可能性とこの地方の得意分野や“適性”を最大限に生かすことを狙って計画に取り組んできました。しかし、この目標を達成するには、下からしっかりと計画を固めていくことが大切です。つまり、地域と地域内の実業家が求めるものから始めることです。そして、社会制度、金融システム、大学などをコーディネートすることにより、正真正銘の“統合開発プログラム”を練り上げます。その成果を上げるために、これらの各機関は、全力を尽くして協力します。

　取り決めによってまとまった計画の展開が、すなわち地域統合プラン(PIT)であり、その内容は、“地域開発という共通の目標に向かって、互いに密接に結ばれた、業界相互の総合活動”と定義することができます。 
　ズヴィルップンブリア は、地域協定のサポート活動を行ってきましたが、また、テルニ、ナルニ、スポレート地域における契約の仲介も行っています。
活動内容
企業と雇用づくり
　ダイナミックな経済システムにとって、新企業の誕生は、常に発展と革新に欠かせぬ要素です。ズヴィルップンブリアは、このようなビジョンのもとに、女性や若い世代による企業、第三セクター企業、大学のスピンオフ、革新的企業などに重点をおいて活動を進めます。

　特に、非営利団体は、価値と結束力を高め、社会的共同利益をもたらすという意味と、経済的に重要な役割を果たすという意味の双方から、なおざりにすることはできません。第一目標は、ノン・プロフィットを正真正銘の社会企業に発展させることです。

　通常、新しい企業を造るために、ズヴィルップンブリアが担う役割は、必要とされるあらゆる活動（技術サポート、サービス、計画を温める“孵化器”の役割）を調整、算定、監視することです。

　さらにズヴィルップンブリアにとって、現存産業の強化も大切です。そこで、次の三点から目標の実現を図ります。

1) システム的見地から、製品と製造プロセスの向上をはかる（品質管理認証を参照のこと）2) 製造系統別に企業同士を組み合わせる (品質企画-たゆまぬ向上)　 3) 輸出を促進し、外国企業のパートナーを探して、企業の国際化をはかる (ウンブリア・ワールド・プロジェクト).

　ズヴィルップンブリアは、ジェパフィン（Gepafin） 及びウンブリア技術パーク（ Ptu Sitech） の両団体と提携して、欧州共同体、イタリア全国、ウンブリア州の資源を活用し、上記目標の遂行を目指します。
活動内容

自然と文化、州の発展をめざして
　ウンブリア州の発展促進政策を論じるなら、何よりもまず、地域が誇る資源として、自然と文化を抜きにすることはできません。そのため、ズヴィルップンブリアは、文化財と自然環境という資産の活用に力を注ぎます。そこで、提案するのが“二重のアプローチ”です。 資産保存の重要性を忘れずに、あえて、文化財と環境資産をさらに幅広く機転のきく背景へと導くことを試みるのです。そして、それらに文化的価値のみならず、経済的価値と雇用価値を見出すのです。このようにすれば、今のところは観光客として迎えている州外からの訪問者と、もっともっと美しい物を活用し、共有できるようになるはずです。

　この概念では、風景や見直されたモニュメントの美しさを資財へと転換することができます。このような方針のもとに、数々の計画が進められています。その例をいくつか挙げると、ペルジーノ研究センター（Centro Studi il Perugino – 主に外国人の学生を対象とした、文化財に関する講習会の企画）、ウンブリアの石（Pietre d’Umbria - 歴史・建築・環境的に価値のある不動産の提供者と宿泊施設の新規開設者やニューエコノミー企画者に、出会いの場をつくるウェブサイト）、ナルニのアルボルノツ城塞 （Rocca albornoziana di Narni –　美しいアルボルノツ城塞を修復後し、そこに文化・制作活動を興す企画）、チェーパル・プロジェクト（ Progetto Cepar – 州と州立保健機関の不動産資産について実態調査及び監視を行う）、チェーパル・プロジェクト は、本来、実態調査のほかに、州内の資産に関する計画活動を運営する団体を設立するための組織でした。これが実現して、近年設立されたのが、州内の不動資産の価値を見直し活用するための公私合同企業（大半の資本は公共） “資源と開発”（Res）です。
活動内容

研究と広報
　決定するには、まず知ること。この必要性を重視し、ズヴィルップンブリアは、ウンブリア州の生産・社会的エリアに関する綿密な研究調査を行います。その中で、本質的価値としても一般的関心からも、重要なのが、５人以上の従業員をもつ製造企業の構造調査です。これは、企業世界と工場の正真正銘の実態調査で、定期的な実施のおかげで、雇用、規模、業界、製品の実態などをみきわめることができます。さらに、輸出用生産高のパーセンテージ、下請け製造類型、品質管理認証システムに対照した実態も覗くことができます。構造調査は、２年に１回行われますが、その度ごとに、州政上の時事問題をテーマとした特殊調査が添付されます。
　データは、当団体のサイト www.sviluppunbria.it 内にあるリンクから直接入手することができます。また、調査結果は、しかるべき出版企画や対照企画を通じても、州内の公共・民間の企画決定者が自由に閲覧できるようになっています。定期刊行誌ウンブリアノート（Quaderni d’Umbria）は、その一つです。 ウンブリアノートは、広報企画 の中では一般的なもで、ネットワークと促進活動で構成されています。この新しい広報手段を通じて、ズヴィルップンブリアは、活動内容をより透明化するだけでなく、ウンブリア州の現状とその問題点、可能性に向けて、州内審議の注意を引くよう試みます。
　さらにズヴィルップンブリア は、州政府から直接の依託を受けて、観光部門の需要と供給を分析するために、州内観光実態調査所を設けました。 

活動内容

競合に必要な“ノウハウ”
　ウンブリア州には、明確な生産管区というものはありません。その代わりに、有能な中小下請け企業の数多い存在がこの州の特徴といえます。これらの企業は、直接市場に売り出すためではなく、別の企業のために生産を行います。だからこそ、これらの企業が、特殊な分野の中で孤立することなく、互いに知り合い、横のつながりを作って系統化することが必要だったのです。
　欧州共同体の融資と商工組合（Unioncamere）の協賛を得て、ズヴィルップンブリアは、下請け計画を通じて、下請け企業の存在を拾い出し、それぞれの生産分野での能力を認めることができました。そしてさらに、それらの企業が、従来の生産分野を超えて、その能力を発揮する可能性を秘めていることが明らかになりました。新しい認識は、下請け企業（服飾、機械、木材）のデータベースの更新に役立ち、Subfornet（商工会議所が運営する下請け企業のネットワーク）内で利用することができるようになりました。

　この活動のおかげで、下請け企業間での統合とパートナーシップの出会いを助ける“ノウハウのレパートリー”というものができつつあります。このようにして、発注者は、ウンブリア市場で、単独の部品だけでなく、システム全体を購入することがきるようになります。各分野の有効なノウハウを賢く組み合わせることにより、製品のクオリティーと競合に耐えうる価格の組み合わせが確保できるのです。
活動内容

緻密で確かなインフラ基盤づくり
　以前からズヴィルップンブリアは、州内のインフラ構築に尽力してきました。実際、インフラ基盤の開発は、州政府より、経済と社会の発達のために重要な戦略とみなされてきました。ウンブリア州に、物質的・非物質的な近代的インフラネットワークを備えることは、すなわち三方向に向かって行動することを意味します。

1) 道路、鉄道、空港による交通の便を強化する　　2) 工業地域を見極め、整備し、管理する　 3) 技術サービスネットワーク政策を発案し実現する

　地域内のインフラ化は、システム充実、企業、市民生活上、中心となる問題です。インフラ化の充実により、イタリア内外からの投資先として魅力を高めることができます。ズヴィルップンブリアは、それを目的として、特に企業へのサービス機関としての商品センター設立のほかに、イエージとオルテの乗り入れ港計画（Interporti di Jesi e Orte）、テルニ、ナルニ工業地帯開発共同組合（Consorzio per lo sviluppo delle aree industriali di Terni Narni e Spoleto）、クレッシェンド組合（ Consorzio Crescendo‐オルヴィエート工業地域の発展促進）に参加しました。

　州政府からの依頼を受けて、ズヴィルップンブリアは、物流基地計画を担当しました。進んだ技術と組織を使って、物資の移動・輸送段階を、より能率的に計画するのがねらいです。
　さらに、ズヴィルップンブリアは、ペルージャのサンテジディオ空港とフォリーニョ空港の発展プロジェクトにも、積極的に参加しています。
活動内容

ヨーロッパ、全世界との関連ネットワーク
　イタリア政府による連邦制度改革のおかげで、全国の州にとって、国内・国際レベルでの関連性が造りやすくなりました。ズヴィルップンブリアが、国内・国際関係とそのネットワークへの参加に特に力を注ぐのは、そのためなのです。

　ズヴィルップンブリア は、企画のパートナーとなりうる相手や、最良実践例をよくわきまえ、有効な情報源や一般・特殊ネットワークに迅速かつ確実にアクセスさせてくれるような相手との交流関係を築き、強化するために尽力してきました。 さらに、中部イタリアの現状と国内組織を踏まえて、州レベルを超えた一連の提携関係の構築を目指しました。

　国際関連ネットワークに関して、ズヴィルップンブリアは、 Geie (州立金融団体同士の提携によって生まれた組織で、ヨーロッパ内の中小企業に、事業企画とジョイントベンチャーの開発・展開サポートサービスを提供する)、 Recis (イタリア中部５州が参加する組織で、欧州共同体レベルでの情報を収集し、在ブリュッセル本部の運営に技術的・総務的援助を行う)、 Riost (下請け製造業、生産提携、パートナーシップの国際ネットワーク)などに参加しています。

　ズヴィルップンブリアは、さらに、数々の欧州共同体 の企画事業にも参加しています。その活動は、近年急激な発展を遂げています。 中でも、特に注目したいのが、Leonardo – Dia 企画(非常事態におかれた文化財を救うオペレーターのキャリアを検討する)です。ズヴィルップンブリアの推進するこの企画は、すでに融資を受けています。さらに、Stare企画（身体障害者、お年寄り、病後回復中の患者、子供などでも楽しめる観光の促進）やEqual企画 (雇用市場アクセスへのあらゆる差別反対運動を促進する、欧州共同体による企画)においても、提案をもちかけています。

　この他にも、ズヴィルップンブリア は、ルーマニア東北部への重要な計画（欧州共同体のPhare部門で認可取得済）を率先して進めてきました。

　さらに、地方分散式の共同事業計画だけでなく、平和政策やウンブリア州開発共同事業政策と密接に関連して、近年、リオ・グランデ・デル・スル州（ブラジル）、アタカマ州（チリ）、ミランダ州（ベネズエラ）、カルタジェナ（コロンビア）、キューバなど、南米の重要地域と一連の交流関係を築きました。
ズヴィルップンブリア・システム
金融組織 Gepafin - ヨーロッパでの成長をめざして
　㈱ジェパフィン（Gepafin Spa ）は、欧州共同体とウンブリア州及び国内・州内の有力銀行１１社が振興する州立金融団体で、ウンブリア州内の中小企業 (PMI) を支援し発達を助けることを目的として設立されました。ズヴィルップンブリアは、この金融団体の筆頭株主です。

　ジェパフィン は、金融市場や、中小工業、農産企業、手工企業、サービス企業の資金増大や資格向上をめざして、リスクを伴う資金市場へのアクセスを補助するために、欧州共同体が出資する基金の管理を行います。

保証の補助
Gepafin が提供するもの: 

1) 農産企業や新規設立企業の破産リスクをガードする保証

2) 為替レートや金利の変化によるリスクをガードする保証

3) Paip エリアへの投資利息の補助、テルニ県及びスポレート市の中小企業への貸付金利息の補助

4) 1997年の地震被災地への保証基金
資本金の補助
1) 資本金出資会員への保証、資本金を増大する会員への貸付
2) 分担リスクを伴う投資者の保証、分担リスクを伴う投資者への貸付
3) 直接荷担、リスク資本団体
ズヴィルップンブリア・システム
Ptu-Sitech
全域での革新
　ウンブリア技術パーク‐シテック（Parco tecnologico dell’Umbria - Sitech）は、組合形式の非営利有限会社で、ズヴィルップンブリアは、その筆頭株主です。その使命は、州産業の発展を助長するために、州内における計画や技術改革活動やリサーチなどの組織基準を提示することです。

　2000年以前は、 技術パーク と シテックは、それぞれ別の会社でしたが、その後の2000年に、能率と効果を高めるねらいから、合併されました。主に次の活動を行いながら、その使命を遂行します。
1) 情報や技術ノウハウを企業組織に伝授する

2) 企業の技術革新と向上の助長手段の展開

3) 技術の研究と伝達システムを評価し、生産システムとの関連性を強化する
4) 科学分野での共同計画への直接参加

5) 研究と技術革新を助長するために、企業組織側から国家、州、市などによる公共融資へのアクセスに便宜をはかる
ズヴィルップンブリア・システム

ウンブリア農産食品工業技術パーク
技術の向上＝品質の向上 

　ウンブリア農産食品工業技術パーク（Parco Tecnologico Agroalimentare dell’Umbria）は、1989 年にウンブリア州により設立された機関です。ズヴィルップンブリアは、その筆頭株主であり、欧州共同体の地中海開発計画分野の融資を受けています。農産工業システムを発達させ技術革新をもたらすための手段であり、近代農業を助長し、生産物の特質の向上を目指します。この組織を迎えるインフラ基盤は、4.000 平方メートルの敷地を有し、温室と試験所を備えています。

　技術パークには、3A PTA、 BioTecnologie BT、 Analysis srl 、 SQA srl.の４つの団体が属しています。
3A Pta

　ウンブリア州の農食品企業に、優良企画への参加を促し、貸付を受けやすくするのが目的です。さらに、品質認証も行います。そのほか、第三活動として、指導も行います。

BioTetcnologie Bt

　農業バイオテクノロジー分野を担当し、試験所における実験、温室栽培や品種見本の開発などを行います。Analysis srl 

　化学・物理化学試験所、食品技術・感覚分析用の細菌学試験所を運営します。2000年に、3A は、資本の一部を民間パートナーに譲渡し、現在では、資本の大半が、民間パートナーによるものとなっています。

SQA srl

　企業の品質管理システムと品質・衛生・安全・環境保護・社会管理統合システムの企画、展開、照合を行います。 

ズヴィルップンブリア・システム
Isrim
環境と特殊素材
　先鋭技術のための特殊素材高等研究指導センター（L’istituto Superiore di Ricerca e Formazione sui Materiali Speciali per le Tecnologia Avanzate）は、1989年にテルニで設立された、共同組合形式の非営利団体です。 最近、この組織に基本的変更があり、設立当初に尽力した“公共”部分に代わって、今では、民間パートナーが大半を占めるようになりました。初期段階で、Isrim は、特に、研究員の人選に力を注ぎました。優秀な人材の選別は、大きな成果をあげ、その後、別の企業へ移った職員でも、当センターにおける職歴は、“優秀”人材のしるしとなっています。当センターの活動内容は、次の４種です。 

応用研究

　この分野の仕事は、欧州、イタリア国家、または企業からの直接依頼により、資金供与を受けます。研究は、次の２つの部門に分かれて行われます。工業用混合素材の研究を行う部門と、生物・環境問題を研究する部門です。

企業向けサービス

　Isrim は、企業に対して、製品と製造プロセスの認証サービスを行います。

指導

　当センターは、先鋭技術部門や企業用試験所で仕事をする専門人材育成のための講習会を開きます。
技術革新とその伝達サポート

　Isrim は、製品企画から生産コスト分析などにわたる様々な部門で、企業への技術サポートを行います。 
ズヴィルップンブリア・システム

テルニ、ナルニ、スポレート、オルヴィエト工業地帯開発共同組合
公私ともに実りある投資を
　テルニ、ナルニ、スポレート、オルヴィエト工業地帯開発共同組合（ Consorzio per lo sviluppo delle aree industriali di Terni Narni e Spoleto）は、テルニ市、テルニ県、ナルニ市、スポレート市、㈱ズヴィルップンブリアの５つのエレメントで構成されています。このほかにも、地域法人、公共経済法人、企業連盟、業務地域の経済・産業発展を促進する銀行なども、参加することができます。

　テルニ、ナルニ、スポレート、オルヴィエト工業地帯開発共同組合は、事業施工地域に、産業エリアを造り、発展に必要な条件を振興します。そのために、企業活動に必要なインフラ基盤と建物を築き、それらを運営し、 企業への実際的サービス、その他生産活動に関するあらゆるサービスを提供します。
　クレッシェンド組合（Consorzio Crescendo）は、オルヴィエトの工業地区の発展を促進するために、同様の役割を果たす組織です。

ズヴィルップンブリア・システム
ウンブリア見本市
ビジネスは出会いから
　㈱ウンブリア見本市協会（Umbriafiere Spa）は、ウンブリア農業見本市（Agriumbria）における長年の経験から生まれた組織で、ズヴィルップンブリアは、その筆頭株主です。この組織は、ウンブリア州の見本市企画法人で、バスティア・ウンブラにあるマスキエッラ見本市会場（Umbriafiere L. Maschiella）を運営します。ウンブリア見本市協会の活動内容は、次の通りです。 

1) 見本市や展示会の企画、コーディネート、開催 
2) 会議、ミーティング、審査会の運営。展示パビリオンが分棟式になっているため、会場スペースは、あらゆるタイプの催事に対応可能

　ウンブリア見本市協会 は、生産経済の発展促進のきっかけをつくり、著しい発達進化を続けています。
ズヴィルップンブリア・システム

Sase – サンテジディオ空港
空路の便宜

　Sase は、サンテジディオにあるウンブリア州立空港の運営と充実化を担う組織です。ズヴィルップンブリアは、その有力株主の一つで、このほかペルージャ商工会議所（Camera di Commercio di Perugia）、銀行、私企業、民間協会、地方団体などが出資しています。 

　Sase  の任務の一つは、サンテジディオ空港（小型機の発着グラウンドとして生まれたものですが、後に国際便に対応できる空港に昇格しました）の充実化とメンテナンス及び運営への国家補助を促すことです。

　さらに、航空機の地上サービスを行ったり、定期便や旅客や貨物輸送用のチャーター便の就航をはかるために航空会社と交渉したり契約を結んだりするのも、その任務です。

　近年、州立空港における発着便の数は、急激に増えています。 (1991には、便数6211、旅客数24.300 でしたが、2001には、便数10.533 、旅客数 58.663 にまで増加しました)。Sase も、それに伴って発展の道を歩んでいます。株主組織においても、民間出資率が高まる方向へと移行しつつあります。
ズヴィルップンブリア・システム

マルケ乗り入れ港と オルテ貨物センター

海路を求めて
　マルケ州政府によって設立された㈱マルケ乗り入れ港（Interporto Marche Spa）の運営には、ズヴィルップンブリアを媒介として、ウンブリア州も関与しています。
　乗り入れ港 は、鉄道・トラック輸送と海運とが貨物の相互積み換えを行う場所です。この方面への取り組みは、州の輸送計画案によるもので、インフラ基盤の発達と相互関係を通じて、貨物輸送業務を向上する必要性に対応したものです。ウンブリア州には、海に面した場所がないため、隣接マルケ州の企画事業に加入する形で対応したわけです。
　マルケ乗り入れ港の場合と同じ考え方から、ウンブリア州が加入しているのが、㈱オルテ貨物センター（Società Centro Merci Orte spa）です。これにも、ズヴィルップンブリアが媒介として貢献しています。
